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総括
質問
主な質問と答弁

６
月
定
例
会

岩
田
　
耕
平 
議
員

「
公
約
と
所
信
表
明
」

市
長
の
誓
い
を
問
う

問　
東
日
本
大
震
災
の
発
生
に

よ
り
、
政
治
、
経
済
の
様
相
は

一
変
し
た
。
社
会
シ
ス
テ
ム
や

安
心
・
安
全
へ
の
対
応
な
ど
、

全
面
的
な
見
直
し
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
困
難
な
社
会
情
勢
に

直
面
し
、
市
長
は
ど
の
よ
う
に

行
政
を
リ
ー
ド
し
て
い
く
の
か
。

市
長　
先
行
き
の
不
透
明
な
経

済
、
少
子
高
齢
化
社
会
、
財
政

の
硬
直
化
な
ど
大
変
厳
し
い
社

会
情
勢
の
中
で
、
安
心
・
安
全

な
ま
ち
づ
く
り
や
、
活
力
あ
る

平
塚
を
取
り
戻
す
こ
と
が
最
も

重
要
な
課
題
で
あ
る
と
考
え

る
。
政
策
公
約
の
実
現
が
、
こ

れ
ら
の
課
題
の
解
決
に
つ
な
が

る
と
確
信
し
て
い
る
。
社
会
情

勢
の
変
化
を
的
確
に
と
ら
え
、

「
選
択
と
集
中
」
の
考
え
の
も

と
に
取
り
組
み
た
い
。

問　
過
去
に
津
波
や
大
雨
洪
水

災
害
に
対
す
る
相
模
川
の
堤
防

未
整
備
箇
所
の
危
険
性
に
つ
い

て
質
問
し
た
が
、
国
や
県
の
管

轄
で
あ
り
、
特
に
津
波
は
「
想

定
外
」
と
一
蹴
さ
れ
た
。
だ
が

災
害
は
待
っ
て
く
れ
な
い
。
ス

ピ
ー
ド
感
の
あ
る
対
応
を
と
る

こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

市
長　
東
日
本
大
震
災
に
お
け

る
津
波
被
害
を
見
て
、
津
波
対

策
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。
そ
の
点
を
踏
ま

え
、
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し

に
取
り
組
み
た
い
。
ま
た
「
津

波
避
難
ビ
ル
に
関
す
る
協
定
」

の
締
結
な
ど
、
で
き
る
部
分
か

ら
早
急
に
取
り
組
む
。

問　
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ

い
て
、
中
心
商
店
街
の
衰
退
が

顕
著
で
あ
る
。
地
域
成
長
戦
略

を
企
画
・
実
践
し
、
差
別
化
に

よ
り
地
域
活
力
を
生
み
出
す
努

力
が
必
要
で
あ
る
が
、
市
長
は

本
市
の
経
済
を
ど
の
よ
う
に
活

性
化
し
て
い
く
の
か
。

市
長　

地
域
経
済
を
活
性
化

し
、
元
気
で
活
力
あ
る
平
塚
を

実
現
す
る
た
め
に
は
、
行
政
の

ト
ッ
プ
と
し
て
市
長
自
ら
セ
ー

ル
ス
活
動
を
行
う
こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
る
。
企
業
の
優

秀
な
技
術
を
は
じ
め
、
平
塚
産

の
製
品
、
農
水
産
物
、
観
光
資

源
な
ど
、
平
塚
市
の
魅
力
を
私

自
身
が
先
頭
に
立
っ
て
Ｐ
Ｒ
し

て
い
く
。

問　
事
業
仕
分
け
の
強
化
や
業

務
の
民
間
委
託
な
ど
、
市
役
所

の
経
営
改
革
に
関
す
る
市
長
の

政
策
公
約
が
多
数
の
市
民
の
信

託
を
受
け
て
い
る
。
し
か
し
公

約
と
い
え
ど
も
、
財
源
の
裏
づ

け
の
な
い
歳
出
計
画
は
認
め
ら

れ
な
い
。
次
世
代
へ
の
責
任
と

地
域
の
自
立
と
い
う
観
点
か
ら

も
税
収
増
が
求
め
ら
れ
る
と
考

え
る
が
見
解
を
伺
う
。

市
長　
政
策
を
展
開
す
る
う
え

で
、
財
源
の
確
保
は
当
然
必
要

で
あ
る
。
現
行
の
財
政
健
全
化

プ
ラ
ン
を
見
直
す
と
と
も
に
、

歳
出
の
削
減
策
と
し
て
地
域
手

当
の
見
直
し
や
業
務
の
ア
ウ
ト

ソ
ー
シ
ン
グ
な
ど
に
取
り
組
ん

で
い
く
。 

健
全
な
教
科
書
採
択
を

問　
小
・
中
学
校
の
教
科
用
図

書
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
観

点
で
採
択
し
て
い
く
の
か
。

教
育
長　
図
書
の
採
択
に
つ
い

て
は
、
県
教
科
用
図
書
採
択
検

討
審
議
会
や
市
の
教
科
用
図
書

採
択
検
討
委
員
会
の
調
査
研
究

な
ど
を
参
考
に
す
る
。
学
習
指

導
要
領
に
基
づ
き
、
学
校
や
児

童
・
生
徒
、
地
域
等
の
特
性
を

考
慮
し
な
が
ら
、
公
正
な
採
択

事
務
を
進
め
て
い
る
。

問　
文
部
科
学
省
は
、
保
護
者

や
一
般
の
意
見
が
反
映
さ
れ
る

教
科
書
の
採
択
を
求
め
て
い

る
。
静
ひ
つ
な
採
択
環
境
は
確

保
さ
れ
て
い
る
の
か
。

教
育
長　
保
護
者
の
代
表
を
採

択
検
討
委
員
に
加
え
る
と
と
も

に
、
会
議
録
な
ど
を
公
開
し
て

い
る
。
公
正
・
公
平
な
審
議
を

行
っ
て
お
り
、
教
科
書
の
「
絞

り
込
み
」
や
「
序
列
化
」
な
ど

は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

平
塚
自
民
ク
ラ
ブ

金
子
　
修
一 

議
員

中
学
校
給
食
実
施

問
　
先
の
市
長
・
市
議
選
挙
で

は
中
学
校
給
食
の
実
施
を
主
張

す
る
候
補
者
が
多
数
お
り
、
落

合
市
長
も
実
施
を
検
討
す
る
と

し
て
い
た
。
ま
た
藤
沢
市
で
は

中
学
校
給
食
の
実
施
に
向
け
た

検
討
委
員
会
の
設
立
を
準
備
し

て
い
る
。
中
学
校
給
食
の
実
施

に
つ
い
て
、
市
長
は
ど
う
考
え

て
い
る
の
か
。

教
育
総
務
部
長　
県
内
で
は
７

市
８
町
で
「
完
全
給
食
」
を
実

施
し
、
３
市
２
町
で
弁
当
の
持

参
と
購
入
を
選
択
で
き
る
「
弁

当
併
用
デ
リ
バ
リ
ー
方
式
」
を

実
施
し
て
い
る
。
中
学
校
給
食

の
実
施
を
望
む
声
が
あ
る
こ
と

は
承
知
し
て
お
り
、
今
年
度
設

置
予
定
の
「
学
校
給
食
調
理
場

検
討
委
員
会
」
の
中
で
調
理
場

の
在
り
方
や
給
食
に
対
す
る
児

童
・
生
徒
の
考
え
方
、
市
民
の

意
識
な
ど
を
調
査
す
る
。

問　
中
学
校
給
食
の
実
施
に
つ

い
て
は
以
前
か
ら
議
論
さ
れ
て

い
る
が
、
真
剣
に
取
り
組
む
べ

き
問
題
で
は
な
い
の
か
。

市
長　
選
挙
戦
の
中
で
働
く
親

の
い
ろ
い
ろ
な
意
見
を
聞
き
、

中
学
校
給
食
を
検
討
す
る
考
え

に
至
っ
た
。
研
究
・
検
討
し
て

前
向
き
に
取
り
組
み
た
い
。

教
育
長　
教
育
委
員
会
で
き
ち

ん
と
議
論
し
、
検
討
会
に
投
げ

か
け
た
い
。

立

堀

橋

と

下
之
宮
橋
の
整
備

問　
渋
田
川
に
か
か
る
立
堀
橋

と
鈴
川
に
か
か
る
下
之
宮
橋
の

整
備
に
つ
い
て
、
具
体
的
内
容

と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
聞
き
た
い
。

土
木
部
長　
両
橋
と
も
橋
の
幅

員
が
狭
い
た
め
、
現
在
の
橋
の

側
面
に
歩
道
を
設
置
す
る
。
河

川
管
理
者
と
協
議
し
、
平
成
24

年
度
に
基
本
設
計
、
そ
の
後
詳

細
設
計
を
行
う
。
下
之
宮
橋
か

ら
整
備
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

家
庭
ご
み
収
集
有
料
化

問　
本
市
で
は
事
業
系
の
ご
み

収
集
業
務
を
今
年
か
ら
民
間
事

業
者
に
開
放
し
た
。
ご
み
を
減

ら
す
に
は
近
隣
自
治
体
で
も
実

施
し
て
い
る
有
料
化
の
検
討
も

必
要
で
は
な
い
か
。

環
境
部
長　
家
庭
ご
み
収
集
の

指
定
袋
制
導
入
や
有
料
化
に

は
、
ご
み
の
減
量
や
受
益
と
負

担
の
公
平
性
な
ど
、
市
民
の
意

識
を
改
革
す
る
効
果
が
あ
る
。

ま
た
戸
別
収
集
と
一
緒
に
導
入

す
る
こ
と
で
、
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
問
題
の
解
決
や
事
業
系

ご
み
と
の
分
離
が
で
き
る
こ

と
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
ま

で
期
待
で
き
る
。
短
所
は
費
用

負
担
の
発
生
や
、
戸
別
収
集
に

お
い
て
は
経
費
が
増
え
る
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
る
。「
家
庭
ご
み

指
定
袋
制
」
の
導
入
や
収
集
の

有
料
化
に
つ
い
て
は
、
総
合
的

に
議
論
し
施
策
を
検
討
す
る
。

問　
ご
み
の
減
量
は
全
国
自
治

体
の
課
題
で
あ
る
。
大
い
に
議

論
し
市
民
の
意
見
も
聞
き
入
れ

な
が
ら
進
め
て
ほ
し
い
。

市
長　
初
め
か
ら
有
料
化
あ
り

き
で
は
な
く
、
発
生
の
抑
制
や

資
源
化
、
減
量
化
を
行
う
た
め

に
、
市
民
と
一
緒
に
取
り
組
む

体
制
づ
く
り
を
進
め
た
い
。
市

民
、企
業
、行
政
が
一
体
と
な
っ

て
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
る
。

野
崎
　
審
也 

議
員

命
の
安
全
、
津
波
対
策

問　
津
波
が
発
生
し
た
際
の
避

難
場
所
の
確
保
を
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
伺
う
。

副
市
長　
津
波
発
生
時
は
迅
速

に
高
い
所
に
避
難
す
る
こ
と
が

　市政に関することや地域の身近な問題などで、市民のみ
なさんの意見や要望などを直接市議会に提案できる制度と
して、「請願・陳情」があります。請願・陳情はどなたで
も提出することができます。

■提出の締め切り
　請願の提出締め切りは本会議第２日目の午後５時です。陳
情の提出締め切りは定例会で開催する議会運営委員会の２日
前です。なお、請願・陳情者の住所・氏名等は一般に公開さ
れます。あらかじめご了承ください。

◆記載方法などでご不明な点は、議会局（☎ 21‒8791）に
　お問い合わせください。

■請願書・陳情書の提出方法
　請願書・陳情書には、日付、住所、氏名（団体名・役職
名）の記載と押印が必要です。宛て先は平塚市議会議長と
してください。また、請願書には紹介議員の署名が必要で
す。なお、請願・陳情者が多数の場合は、代表者以外の請
願・陳情者の署名や押印などのある「署名簿」を添付する
ことができます。

市政への要望を市議会へ

請願・陳情の提出方法

重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
海
岸

地
域
で
の
「
津
波
避
難
ビ
ル
」

の
選
定
を
早
急
に
進
め
る
と
と

も
に
、
小
・
中
学
校
の
屋
上
に

フ
ェ
ン
ス
を
設
置
し
、
多
く
の

住
民
が
緊
急
避
難
で
き
る
よ
う

取
り
組
む
。

快
適
な
生
活
駐
輪
対
策

紅
谷
パ
ー
ル
ロ
ー
ド

問　
「
平
塚
駅
周
辺
の
駐
輪
対

策
」
が
平
成
22
年
１
月
に
策
定

さ
れ
た
が
、
進
捗
状
況
と
今
後

の
整
備
計
画
を
伺
う
。

市
民
部
長　
駅
西
口
第
１
駐
輪

場
に
続
き
、
今
年
７
月
に
は
駅

西
口
第
２
駐
輪
場
が
オ
ー
プ
ン

す
る
。ま
た
七
夕
ま
つ
り
の
後
、

駅
前
大
通
り
線
自
転
車
駐
車
場

を
１
列
駐
輪
の
自
転
車
駐
車
場

と
し
て
整
備
す
る
。
駅
西
口
西

地
に
つ
い
て
は
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
施
設
と
一
体
的
に
整
備
す

る
。

問　
紅
谷
パ
ー
ル
ロ
ー
ド
は
慢

性
的
に
自
転
車
が
放
置
さ
れ
、

ひ
ど
い
状
態
で
あ
る
。
カ
ラ
ー

コ
ー
ン
に
よ
る
規
制
が
行
わ
れ

て
い
る
が
、
そ
の
目
的
や
撤
去

の
時
期
を
伺
う
。

市
民
部
長　
目
に
あ
ま
る
自
転

車
の
放
置
が
恒
常
的
に
見
受
け

ら
れ
た
の
で
、
商
店
街
と
話
し

合
い
、
安
全
上
カ
ラ
ー
コ
ー
ン

を
設
置
し
た
。
駐
輪
マ
ナ
ー
が

改
善
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き

た
段
階
で
撤
去
す
る
。

問　
一
時
利
用
の
買
い
物
客
対

策
と
し
て
、
有
料
自
転
車
ラ
ッ

ク
等
の
整
備
が
喫
緊
の
課
題
で

は
な
い
か
。

市
民
部
長　
自
転
車
等
駐
車
場

の
整
備
が
完
了
し
た
段
階
で
判

断
し
た
い
と
商
店
会
か
ら
意
見

が
あ
り
、
当
面
は
設
置
し
な
い

こ
と
と
な
っ
た
が
、
申
し
入
れ

が
あ
れ
ば
再
度
協
議
し
た
い
。

問　
駐
輪
指
導
員
や
整
理
員
が

配
備
さ
れ
て
い
る
が
、
役
割
が

不
明
確
で
あ
る
。
午
後
６
時
以

降
は
無
人
の
た
め
、
さ
ら
に
乱

雑
に
な
っ
て
い
る
。
交
代
制
な

ど
の
対
応
が
で
き
な
い
の
か
。

市
民
部
長　
整
理
員
は
午
後
５

時
ま
で
、
指
導
員
は
午
後
６
時

ま
で
の
勤
務
で
あ
る
。
経
費
の

こ
と
も
考
え
な
が
ら
業
務
の
検

討
を
進
め
る
。

市
民
の
元
気
「
七
夕
」

夢
・
勇
気
・
感
動
発
信

問　
今
年
の
七
夕
ま
つ
り
は
午

後
７
時
で
消
灯
さ
れ
る
が
、
七

夕
ま
つ
り
の
魅
力
は
夜
に
あ

り
、
来
年
は
消
灯
時
間
の
延
長

を
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま

た
新
し
い
七
夕
ま
つ
り
を
実
行

す
る
検
討
委
員
会
を
つ
く
る
こ

と
に
対
し
て
見
解
を
伺
う
。

経
済
部
長　
市
主
体
の
運
営
や

事
務
局
の
対
応
な
ど
に
限
界
が

あ
る
と
の
意
見
も
あ
る
。
検
討

委
員
会
設
置
の
提
案
に
つ
い
て

は
実
行
委
員
会
の
中
で
示
し
て

い
く
。


